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革
案
第
百
八
号

三
朝
町
職
員
,
e
給
与
に
由
す
る
条
例
の
t
部
改
正
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
三
朝
町
傭
兵
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
都
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
'
地
方
自
治
法

(
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
)
第
九
十
六
条
第
1
項
の
規
定
に
よ
り
'
本
義
会
の
.
 
･
#
決
を
求
め
る
｡

平
鹿
元
年
十
二
月
二
十
日

三

　

朝

町

長

　

　

安

　

　

田

　

　

美

　

一

　

郎

平
　
成
元
年
治
弐
用
弐
五
日
　
原
案
可
決

三
朝
町
親
各
級
長
安
井
由
符
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.
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三
朝
町
条
例
第
　
　
　
号

三
朝
町
職
長
の
給
与
に
賄
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

三
朝
町
職
長
の
給
与
に
関
す
る
条
例
(
昭
和
二
十
<
年
三
朝
竹
条
例
第
二
十
五
号
)
の
1
由
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
｡

第
二
粂
及
び
第
二
粂
弟
一
項
中
｢
通
勤
手
当
｣
の
下
に
÷
単
身
赴
任
手
当
｣
を
加
え
る
｡

第
十
妄
第
7
項
第
二
号
中
｢
自
転
亀
そ
の
他
｣
を
r
自
動
車
そ
の
､
他
の
｣
に
,
r
自
転
車
等
｣
を
｢
自
動
車
等
｣
･

に
改
め
､
同
項
第
三
号
中
｢
自
転
車
等
｣
を
｢
自
動
車
等
｣
に
改
め
,
同
条
第
二
項
第
毒
中
｢
二
万
千
円
｣
を
｢
三

万
円
｣
に
改
め
'
同
項
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
敵
め
る
｡

二
､
前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
職
長
　
次
に
掲
げ
る
.
#
農
の
区
分
に
応
じ
て
,
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る
額

■
イ
　
自
動
車
等
の
使
用
距
離
(
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
r
使
用
距
撃
と
い
う
二
が
片
道
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未

満
で
あ
る
職
員
　
二
千
町

口
　
使
用
軽
熊
が
片
道
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
職
員
　
四
千
百
円

ハ
　
使
用
距
離
が
片
道
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
東
浦
で
あ
る
城
見
　
六
千
二
百
円

二
　
康
用
良
能
が
片
道
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
二
十
キ
ロ
.
メ
T
ト
ル
未
満
で
あ
る
職
長
　
八
千
三
百
円
､
＼

ホ
　
贋
用
距
離
が
片
学
事
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
二
十
五
キ
ア
メ
-
†
ル
未
満
で
あ
る
職
貞
　
1
万
四
百
円



へ
　
使
用
距
鮭
が
片
道
二
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
三
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
城
見
一
万
二
千
五
百
円

卜
　
使
用
距
離
が
片
道
三
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
牧
草
　
1
4
万
四
千
六
百
円

第
十
7
条
第
二
項
第
三
号
中
丁
自
転
車
等
｣
を
r
自
動
車
等
)
に
'
｢
二
万
千
円
｣
を
｢
三
万
円
)
に
改
め
る
.

第
十
1
条
の
次
に
次
の
1
条
を
加
え
る
｡

(
単
身
赴
任
手
当
)

第
十
1
条
の
二
　
公
署
を
異
に
す
る
異
動
又
は
在
勤
す
る
公
署
の
移
転
に
伴
い
､
住
居
を
移
転
L
t
父
母
の
疾
病
そ
の

他
の
町
規
則
で
定
め
る
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
'
同
居
し
て
い
た
配
病
者
と
別
居
す
る
こ
と
と
な
っ
た
職
員
で
,

当
該
異
動
又
は
公
署
の
移
転
の
直
前
の
住
居
か
ら
当
鼓
異
動
又
は
公
署
の
移
転
の
直
後
に
在
勤
す
る
公
署
に
通
勤
す

る
こ
と
が
通
勤
距
離
等
を
考
慮
し
て
町
洗
剤
で
定
め
る
基
準
に
撃
b
t
て
困
#
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
の
う
ち
,

単
身
で
生
活
す
る
こ
と
を
常
祝
と
す
る
城
点
に
は
､
単
身
赴
任
手
身
長
支
給
す
る
O
た
だ
し
,
配
偶
者
の
住
居
か
ら

在
勤
す
る
公
署
に
通
勤
す
る
こ
と
が
､
通
勤
取
離
等
を
考
慮
し
て
町
境
刑
で
定
め
る
基
準
七
轡
b
し
て
困
発
で
あ
る

､
と
鑑
め
ら
れ
な
い
場
合
は
'
こ
の
限
り
で
な
い
｡

2
.
単
身
赴
任
手
当
の
月
額
は
'
二
万
円
(
町
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
井
定
し
た
敬
具
の
鹿
居
と
配
供
春
め
住

(

居
と
の
間
の
交
通
軽
#
(
以
下
単
に
｢
交
通
軽
撃
と
い
う
｡
)
.
が
町
規
則
で
定
め
る
距
鮭
以
上
で
あ
る
職
員
に
あ

三
て
は
､
そ
の
額
に
'
7
万
八
千
円
を
準
え
な
い
範
囲
内
で
交
通
軽
能
の
区
分
に
応
じ
て
町
規
則
で
定
め
る
額
を
加

算
し
た
額
)
　
と
す
る
｡
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＼
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二

3
､
r
国
家
公
務
点
(
国
家
公
務
貞
退
職
手
当
法
(
昭
和
二
十
<
年
法
律
第
百
八
十
二
号
)
第
二
条
に
規
定
す
る
者
を
い

ぅ
.
)
又
は
#
旦
以
外
の
地
方
公
務
員
で
あ
っ
た
者
か
ら
引
き
嬢
き
J
の
条
例
の
連
用
を
受
け
る
職
長
と
な
り
,
こ

れ
に
伴
い
､
･
住
居
を
藤
転
し
､
父
母
の
疾
病
そ
の
他
の
町
親
潮
で
定
め
る
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
,
同
居
し
て

ノ
い
た
配
偶
者
と
別
居
す
う
)
と
と
な
っ
七
敬
具
で
､
当
該
適
用
の
直
前
の
住
居
か
ら
当
該
連
用
の
直
後
に
在
勤
す
る

I

･
公
署
に
連
動
す
る
こ
と
が
通
勤
軽
鞍
等
を
考
慮
し
て
町
親
刑
で
定
め
る
基
準
に
摩
り
し
て
困
#
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
も
の
の
う
ち
､
単
身
で
生
活
す
る
こ
と
を
常
祝
と
す
る
職
員
(
任
用
の
事
情
等
を
考
慮
し
て
町
規
則
で
定
め
る
職

員
に
.
取
る
｡
)
そ
の
他
弟
丁
重
の
裁
定
に
よ
る
単
身
赴
任
手
当
を
支
給
さ
れ
る
吸
鼻
と
の
権
衡
上
必
要
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
､
る
も
の
と
し
て
町
規
則
で
定
め
る
敬
具
に
は
E
r
前
二
者
の
未
定
に
準
じ
て
､
単
身
赴
任
手
当
を
支
給
す
る
｡

4
　
前
三
項
に
競
走
す
る
も
の
の
ほ
か
､
単
身
赴
任
手
当
の
支
給
の
弱
電
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
単
身
赴
任
手
当
の
支

給
に
関
し
必
要
な
事
項
は
'
町
規
則
で
定
め
る
7

第
十
九
条
第
二
項
中
｢
百
分
の
百
四
十
J
を
｢
百
分
の
百
五
十
｣
に
改
め
る
｡

軍
寺
粂
撃
表
中
r
t
･
六
月
に
支
給
す
る
場
合
に
潜
い
て
は
百
分
の
五
十
へ
十
二
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て

は
し
.
を
削
る
｡

第
二
十
1
粂
第
三
頚
中
r
四
十
七
万
九
千
円
｣
を
｢
四
十
九
万
四
千
円
｣
に
改
め
る
｡

別
表
第
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
｡
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(イ)行革職給料衰(第三集関係)
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1.& �(��自���-3■.扱二 摘���ﾌﾂ�5-.,蔽 澱褶靂ﾂ�7級 ��"����騎� 

∴号∴埠 儂ｨﾈ�(b�抱卵葡 冢閲�阨ﾂ�･樹明額 ��餉ｨﾈ隗｢�給料月額 从ｹ{�險R�-柳瀬. 

1. ���2陜��J126,a ��Bbb�･m,8g ��u)4ｲ�212遍 �#32粫儺��云9,過 

2∴ ���な娚�･132,1q) ��S2粤r���185,批 �#�"�3��ﾒ�221.100 �#3陳���8��258,gX) 

3 ���������139,_(伽 ��c�ﾃ����193,800 �#��ﾈ�X��23),(加 謄(ﾌ"ﾃ&ﾒ�268.400_ 

-4 津��2ﾃS���146.5恥 ��cゅC���2&1CK) 啅�#�津S���~238,-900 �#Srﾉwﾒ�TT8.1a) ��

5 ���rﾃ3�2�153~.2b ��sRﾃ膚ﾂ�･-210,7恥. �##な�X��247,8叩 �#cbﾃ��288,.似) 

8 ��#�陋��158,7tXl ���2紵'��､219,100 �#3bﾃB�8��256,700 猛ﾃ����297,緋 

7 ��#b�5ｒ�164,200 �����b鵜8���2訂,300 蔦#CBﾃs���265,柵. 励#コﾃ3����.307,6CK) 

･8 ��32綺�r��169,400 ��srﾃx;���_235,,4的 ��#S"ﾈﾝr�274,.700 �#釘ﾃs����･317,仰 

_9 ��ﾃ�3Bﾃ5ｒ�174Llの 津#�2ﾃ浮��皇43,200 侘����283,8(刀 唸ｸ｢����'��3訂,1〔沿- 

10 ��3rﾃs��B�178,5m- �#�偵��R��L2弧700 �#cづ忠I��･293.W �3�2ﾃT4B�336.抑r 

ll ��C�ﾃc���一一182,加 �#�Rﾃc��258.400 �#scｲﾃ猛ﾒ�3m.300 蔦3#"ﾃr�4｢�346,6W 

12. ��C2ﾃd4��i86,9叩 �##�陷��266,100 �#ィﾃS����311,-㈱ �33�ﾒﾃ����･356,300 

13 宝�Cbﾃ�鵜2�■191,伽 �##bﾃ����･273,3加 �#��ﾃ����3弧.600 偵3C�ﾃC���-365,､500ノ 

､14 ��CづV"�･194;2m �#��ﾉ$�｢��卸,30 �#湯ﾃ����･3乳200 蔦3Cな�YL2�374.5加_ 

15 售�S�ﾉ=��197.200 偵)'��ｒ�2野,8卯 停#9fづ����337,200 �3SBﾆuｒ�381,900 

.16 ��S"綏���~2m,aX)I �#C�ﾉ�r�292,7(氾 �3��ﾅ����343,600 汀3c�ﾈ�X��388,800 

17. ��ー~203,10)I 蔦#Cbﾈ;�2�2g7,200 �3�Rﾈﾌ｢��'349,6m_ �3cbﾃC���393,~4W 

.18 ��2砥,.gX) �#C津y'��301,1∝) 励3�津c��ﾒ�354,OXl 勃Fﾂﾃ����卸;-~700 

_㌔.19. ��207,抑 蔦#S2ﾃ(ｼ"�304,800■ �3#3ｳS���358,200 蔦3sRﾃ5w��402.tXX) 

a)J �� �#SRﾈﾌ｢��3耽7∝) �2S����362,300_ �3s偵Vﾒ�郷,200 

21 �� �#Sつ��r�310,400l �8ﾘV��YL2�368,400 �3�2繆�R陳�410,-000 

-∴22.■ �� �#c��(ｺ��313,100 �332ﾃ#���370,400 �3ビﾃC��� 

23 �� �#c2ﾃ��315.9X) 售33bﾃC���374,400 �� 

勿 �� �#ッﾃ%r�318,700 �33津X;��378,(XX) �� 

.~25 �� �#cづ�2��~321,400 僖�"ﾃS��� �� 

26 �� 払Fﾂﾈ�W��-324,100 �3CRﾃ3��� �� 

節 �� �#s2ﾂ�5r�326,7∝I �� �� 

.28. �� 髭CR綺wﾒ�329,1(刀 �� �� 

2gp �� �#sr繦$�� �� �� 

灘 �� �#s偵���� �� �� 



(ロ)　医療萌給料表(東三条粥係)

＼＼､事革め 蔦�_ｨ���･2扱.I. 

号給 冢�以��鵤�~給料月額. 

1 蔦#CR粤���冷�281,Sooヮ- 

･2 售#Sr經���293;300 

3_ 汎ﾃ#h�ｲﾃC����30~5.300 

4′ 停�#ゅ��3���317.㌔200 

5 �#�2闔｣#����_~~329.000-. 

8 �3�Rﾂﾒ�����34.0,.900/_ 

-.-7 ���3�Cbﾃ���ﾒ�352.ト900 

-8 塔#なﾚ����384,900- 

9 励3C�ﾂ�#���376,､800-■ 

10 塔S������388,-500 

llL/ �3�"�����400,loo 

12 ���3s��)ｦ��㌔_411.000 

1岳.-_ �3��篥#���421,8.00 

14- 辻C停��ﾃC��｢�4､82.4叩 

15- ���C3湯簽S���1442,900 

16 鼎�づg���ﾘv��452,900_L 

.17.I 鼎�rﾃふ����482,800 

.lS 售C�#bﾃc���472,600 

19 售C32緜���･.482,400p~ 

20 鼎C��ﾃ5����489_,700 

21Y.W_ 鼎Cf鼎c�?��497,000- 

･2_2 鼎S�繝���502.000. 

2岳 ���CSRﾃ����506.800- 

24. 肇CR纈糒3�����518,400 

2■5. 鼎c2ﾃ3����_.5J27,loo 

26. 鼎crﾃ������535,200■､､ 

27 ��･541,700 

28 ��547,200 

29 ��/552.008 

l三コ
r,I

岸



附

　

則

(
施
行
期
日
等
)

卜
　
;
}
Q
条
例
は
,
雀
布
の
計
か
ら
施
行
す
る
｡
た
だ
し
,
第
1
粂
及
び
筆
姦
策
表
の
改
正
規
定
並
び
に
第
三

条
の
次
に
1
条
を
加
え
る
改
正
規
定
は
､
平
成
二
年
四
月
l
日
か
ら
施
行
す
る
｡

2
　
こ
の
条
例
(
前
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
改
正
規
定
を
除
く
｡
附
則
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
｡
)
に
よ
る
改
正
後

の
三
軌
町
職
長
の
給
与
に
関
す
る
条
例
(
以
下
妄
正
後
の
条
例
｣
と
い
う
｡
)
の
規
定
は
,
平
成
元
年
四
月
二
日

か
ら
適
用
す
る
?

(

最

高

号

絵

筆

の

切

学

兄

等

)

▲

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

J

3
 
､
平
成
元
年
′
四
月
一
日
(
以
下
r
切
替
日
｣
と
,
;
う
｡
)
の
前
日
に
お
い
て
#
務
の
教
の
最
高
の
号
給
又
は
最
高
の

＼一

号
絵
を
撃
見
る
給
料
月
額
を
受
け
て
い
た
#
且
の
切
替
日
に
お
け
る
号
給
又
は
給
料
月
額
及
び
こ
れ
ら
を
受
け
る
期

間
に
通
算
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
期
間
は
'
町
規
則
で
定
め
る
｡

(
切
替
期
間
に
お
け
る
異
動
者
の
号
絵
等
)

4
　
切
替
日
か
ら
こ
-
の
条
例
の
義
行
の
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
､
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
前
の
三
朝
町
蛾
且
の

給
与
に
関
す
る
条
例
(
-
以
下
r
改
正
前
の
条
例
J
と
い
う
｡
.
)
の
規
定
に
よ
り
'
新
た
に
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る

こ
と
と
な
っ
た
耽
鼻
及
び
そ
の
属
す
る
職
者
の
散
文
は
そ
の
受
け
る
号
息
苦
し
く
牲
給
料
月
額
に
異
動
の
あ
っ
た
俄

I

鼻
の
う
ち
'
町
長
の
定
め
る
職
長
の
改
正
後
の
条
例
の
規
定
に
よ
る
当
該
連
用
又
は
異
動
の
日
に
お
け
る
号
給
又
は
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イ

給
料
月
額
及
び
こ
れ
ら
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
期
間
は
'
町
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
｡

(
切
替
目
前
の
皐
封
書
の
号
給
等
の
調
整
)

5
　
切
替
目
前
に
職
務
の
級
を
異
に
し
て
異
動
し
た
戦
鼻
及
び
町
長
の
定
め
る
こ
れ
に
準
ず
る
職
員
の
切
替
日
に
お
け

る
号
拾
又
埠
給
料
月
療
及
び
こ
れ
ら
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
期
間
に
つ
い
て
は
'
そ
の
者
が
切
替
日
に
お
い
て
耽
務

B
.
級
を
異
に
す
る
異
動
尊
を
し
た
も
の
と
し
た
場
合
と
の
権
衡
上
必
要
と
級
め
ら
れ
る
限
定
に
お
い
て
'
町
長
の
定

め
.
る
と
こ
ろ
に
よ
り
'
､
必
要
な
調
整
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
.

(
旧
号
給
等
の
基
礎
)
㌔

6
　
両
三
項
の
規
定
の
車
用
に
つ
い
て
は
'
.
蛾
負
が
農
し
て
い
た
職
務
の
級
及
び
そ
の
昔
が
受
け
て
い
た
号
絵
又
は
給

料
月
額
は
､
改
正
前
の
条
例
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
町
規
則
の
規
定
に
従
っ
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

l

 

O

用
山
一

(
給
与
の
内
払
)

I

7
　
改
正
後
の
条
例
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
'
改
正
前
の
条
例
の
規
定
に
基
づ
い
て
支
給
さ
れ
た
給
与

は
､
改
正
後
の
条
例
の
規
定
に
よ
る
給
与
の
内
払
と
み
な
す
｡

(
規
則
へ
の
委
任
)

8
　
附
則
第
三
項
か
ら
前
項
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
'
こ
の
条
例
の
施
行
に
濁
し
必
要
な
事
項
は
町
規
則
で
定
め

■

る
o


